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tfi(termfrequency) ： 理由質問の回答データ t中にある語 iの回答データ内での出現回数
N ： ある理由質問に対する全回答データ数
















( 1 ) データをランダムに k個のクラスタC=fc1,c2,. . . ,ckgに分割する．







( 3 ) 全てのデータ x 2 Dを重心との類似度 s(x;mi)を最大にするクラスタへ割り当
てる．




































































( 1 ) あらかじめ決められた基本質問と理由質問をユーザへ発話する．
( 2 ) 得られた応答に対して活性化発話を行う．


































































表 4.2より，\ラーメン"ではクラスタ 1が店の雰囲気，クラスタ 2は量や値段，クラス
タ 3は麺，クラスタ 4はスープの内容におおまかに分類されていることがわかる．同様に
表 4.3より，\携帯電話"に対してもクラスタ 1が端末のデザインや機能，クラスタ 2が店
の対応，クラスタ３がサービスや割引，クラスタ 4が電波や通話，クラスタ 5が料金に分
類されている．\ディズニー"の中の \ディズニーランド"に対しても表 4.4より，クラス
タ 1がアトラクション，クラスタ 2はキャラクター，クラスタ 3はパレードやショー，ク




















































被験者は，20代学生男女 10名である．被験者 1名につき，4.1節で定めた \ラーメン"，
\携帯電話"，\ディズニー"の 3種類の基本質問に対して，以下の 3つの対話パターンで
実験を行った．
( 1 ) 基本質問＋理由質問＋あいづち
( 2 ) 基本質問＋理由質問＋言い換え


















































ス数を n，各集団のケース数を nj，全体の平均値をX，第 j 群における平均値をXjとす

















求めた平方和から表 5.3に示す分散分析表を作る．検定統計量F0は，第 1自由度が dfb，
第 2自由度が dfwのF分布に従い，F分布表等より有意確率を p値を求め，下記のように
帰無仮説の採否を決定する．
p＞αのとき，帰無仮説を採択する．「各集団の母平均値は等しくないとはいえない」
p ≦ α のとき，帰無仮説を棄却する．「各集団の母平均値は等しくない」
表 5.1: 一元配置分散分析表
変動要因 変動 (平方和) 自由度 不偏分散 (平均平方) F値
集団間 Sb dfb = k ¡ 1 Vb = Sb=dfb F0 = Vb=Vw
集団内 Sw dfw = n¡ k Vw = Sw=dfw





水準αで両側検定を行う．繰返し数をn，各データをXijk(i = 1; 2; : : : ; a; j = 1; 2; : : : ; b; k =
5.4 分析手法 25
1; 2; : : : ; n)とする．さらに，分析対象変数Xの全変動 SStは，以下のように 4つの独立
な変動に分解できる．
全変動 = 要因 A の効果 + 要因 B の効果 + 要因 A と要因 B の交互作用 + 残差







(Xijk ¡X:::)2 = nb
aX
i=1






















変動要因 平方和 自由度 平均平方
要因A SSa dfa = a¡ 1 MSa = SSa=dfa
要因B SSb dfb = b¡ 1 MSb = SSb=dfb
交互作用 SSab dfab = (a¡ 1)(b¡ 1) MSab = SSab=dfab
残差 SSe = Sb + Sw dfe = ab(n¡ 1) MSe = SSe=dfe






表 5.3: 分散分析表を解釈する 3つのモデル
F値
変動要因 モデル 1 モデル 2 混合モデル
要因A Fa MSa=MSe MSa=MSab MSa=MSab
要因B Fb MSb=MSe MSb=MSab MSb=MSe
交互作用 Fab MSab=MSe MSab=MSe MSab=MSe
ものである．それぞれの自由度を持つF分布より有意確率 p値を求め，帰無仮説の採否を
決定する．
p ＞ α のとき，帰無仮説を採択する．「要因効果があるとはいえない」
























































































1.親しみやすい 3.2 3.7 3.8
2.面白い 2.6 3.6 4.0
3.やり取りがスムーズだ 3.4 3.5 3.9
4.話を理解した 2.4 3.2 3.6
5.共感した 2.2 3.0 3.6
6.盛り上がった 2.2 3.0 3.6
7.対話を続けたい 2.4 3.1 3.6






















総単語数 4.9 6.1 7.6
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（めちゃくちゃロマンチックで素敵だという意見もあるけど，どう思う？）
女の子と行ければそんなこともある鴨ね
（いろんな食べ物がおいしいと言う人もいるよ）
イロイロと種類が豊富なのは良いね
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